






















【方法】自記式質問票から成る横断研究は、2014 年 9 月
から 11 月に実施された。対象者は、新潟県内の 8 つの企
業施設に所属する 20～69 歳の日本人勤労者とした。 






「とても自信がある」の 5 点までの 5 件法リッカートス
ケールを用いて測定した。行動変容ステージは、野菜では
「1 日に野菜を 5 皿以上食べること」、果物では「1 週間
に果物を 7 回以上食べること」を目標行動として、実施度
と行動変容の準備性の 2 段階で構成した評価法を用いた。 
尺度の信頼性は、Cronbach のアルファにより内的整合
性を検討した。妥当性は、構成概念妥当性を検討するため
確証的因子分析を実施し、適合度評価には Good of Fit 
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